
●軽微な変更ルート B 確認方法【モデル建物法】 

 

国立研究開発法人 建築研究所ホームページに掲載されているモデル建物法入力シートを利用して、

軽微な変更ルート B の範囲内であるかを確認することができます。 

 

◆国立研究開発法人 建築研究所ホームページ 

 

 

入力確認 

ルート B 確認等入力シート 



■モデル建物法入力シートの「入力確認」シートによる“ルートＢ”確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「入力値を算出する」 

ボタンをクリック 

③変更後の各数値が自動計算される 

※自動計算が出来ない場合は、計算プ

ログラムの計算結果を入力してください 

④適合判定通知書を受けた 

計算結果を手入力 

⑤変更の割合「％」を確認 

所定の数値に納まっていること

を確認してください 

⑥白抜きのセルに性能の低下となる

変更や新規評価項目がある場合は

適用不可です 

① 各設備のシートに変更後の値を入力 



■必要図書（「入力確認」シートを利用した場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■（参考）ルートＢ：一定範囲内の省エネ性能が低下する変更 

変更前の省エネ性能が省エネ基準を 10％以上上回るもの「ＢＥＩ≦0.9（H28.4.1 時点で現存の場合は 0.99）」で、

変更後の省エネ性能の低下が 10％以内の変更 

空気調和設備 次の（い）又は（ろ）のいずれに該当し、これ以外の事項についてエネルギー消費性能

が低下しない変更 

 （い）外壁・屋根・外気床の平均熱貫流率についてそれぞれ 5％を超えない増加、 

かつ、窓の平均熱貫流率について 5％を超えない増加 

 （ろ）熱源機器の平均効率について 10％を超えない低下 

機械換気設備 評価の対象となる窓の用途毎に、次の（い）又は（ろ）のいずれかに該当し、これ以外

の事項についてエネルギー消費性能が低下しない変更 

 （い）送風機の電動機出力について 10％を超えない増加 

 （ろ）計算対象床面積について 5％を超えない増加（室用途が「駐車場」「厨房」であ

る場合のみ） 

照明器具 評価の対象となる室の用途毎に、次の（い）に該当し、これ以外の事項についてエネ

ルギー消費性能が低下しない変更 

 （い）単位床面積あたりの照明器具の消費電力について 10％を超えない増加 

給湯設備 評価の対象となる湯の使用用途毎に、次の（い）に該当し、これ以外の事項について

エネルギー消費性能が低下しない変更 

 （い）給湯機器の平均効率について 10％を超えない低下 

太陽光発電 次の（い）又は（ろ）のいずれかに該当し、これ以外の事項についてエネルギー消費性

能が低下しない変更 

 （い）太陽電池アレイのシステム容量について 2％を超えない減少 

 （ろ）パネルの方位角について 30 度を超えない変更、かつ、傾斜角について 10 度  

  を超えない変更 

※1 「これ以外の事項についてエネルギー消費性能が低下しない変更」は設備ごとに判断します。 

※2 複数の設備に変更があっても、軽微変更ルートＢの運用は可能ですが、空調・換気・太陽光発電   

   の３設備については、変更が（い）又は（ろ）のいずれか一方の場合のみ適用可能 

 

建築物エネルギー 

消費性能確保計画 

に係る軽微な変更 

説明書 

添付図書 

・「入力確認」シート 

・変更後の計算結果 

（入力シート含む） 

・変更に係る図面 

いずれか一方 

のみ運用可能 

いずれか一方 

のみ運用可能 

いずれか一方 

のみ運用可能 


